
課題番号２３

大豆の安定生産に向けた支援
対象：芦別市大豆生産者 ４戸

１ 活動の背景

２ 活動の経過

大豆の栽培技術への理解と安定生産に向けた対策が必要

◆当地域は山間地に位置し、畑地は丘陵地に集中している
◆ほ場は標高200～300ｍと高く、平地に比べて気温がやや低い
◆小麦、ばれいしょ、緑肥の輪作に加え、新規作物として大豆の作付けを開始
（作付面積：令和３年０㏊→令和５年７㏊）

しかし、病害虫（わい化病等）の被害が発生し、品質に影響した

慣れない作物だから作業が合っているか
いまいち分からなかったよ…

山間地である当地は冷涼だが、作業時期は適当なのか？
栽培管理は適切か？被害の元となる病害虫はどう防除すれば良いか？

◆は種に関する情報提供、聞き取り

（目標：５月中下旬）

◆出芽状況調査

①適期は種

◆成熟期頃に子実水分を測定

◆収穫時期の判定と、収穫に適した

条件を確認する

（目標：子実水分16％以下）

④適期収穫

◆大豆栽培講習会を実施

◆主要病害虫の発生条件を学び

適期防除を目指す

③病害虫防除

◆砕土、は種深度の確認

（目標：砕土２cm以下80％

は種深度２～３cm）

◆出芽状況調査

②適切なは種作業

【中空知支所：地域第二係】

目標 作業体系の見直し農家戸数 ０戸→３戸



④適期収穫

生産者・ＪＡと共に調査した（４戸）
収穫に適した条件について理解

収穫には適しているけど
目標よりやや水分が低下していた
もう少し早くから収穫を検討しよう

①適期は種

適期には種された（１戸）
は種時期と出芽の関係性を理解

は種が早いほど出芽が早くなる
訳ではなく､気温も関係するのか
低温のリスクは回避したいな

３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

生産者 は種日 出芽期 日数 平均気温

Ａ 5/4 5/29 25日 13.4℃

Ｂ 5/5 5/29 24日 13.6℃

Ｃ 5/10 6/1 22日 14.2℃

Ｄ 5/15 6/1 17日 14.0℃

目標 5月中下旬 － － －

一般課題として引き続き支援を行う

地域に適した栽培管理の提案

生産者 子実水分

Ａ 13.4％

Ｂ 12.8％

Ｃ 14.0％

Ｄ 13.6％

目標 16％以下

作業体系の見直し（現況０戸→目標３戸→実績３戸）

◆３戸で作業体系の見直しができた

◆適期は種、砕土率、は種深度については

未実施の生産者でも重要性が理解され、

次年度以降取り組む意欲がみられた

生産者 ① ② ③ ④ 達成

Ａ － ○ ○ ○ ○

Ｂ － ○ ○ ○ ○

Ｃ － － ○ ○ －

Ｄ ○ ○ ○ ○ ○

※ 実施：○、未実施：－
実施項目３個以上で「達成」

③病害虫防除

適期に防除を実施した（４戸）
病害虫防除の判断基準を理解

種子消毒の効果は約１ヶ月
だから、発生状況と時期を
みて散布すれば良いね！

わい化病はアブラムシ類の
寄生によって感染します
発生時期を確認しましょう

②適切なは種作業

砕土率85％
は種深度２cm

砕土率50％
は種深度0.5cm

適切なは種作業が行われた（３戸）
整地～は種作業の重要性を理解

は種床の条件の違いによって
生育に大きな差が出ることが
分かったよ

わい化病の被害も
抑えられました！


